
十
四
日
に
閉
幕
し
た
中
国
共
産
党

大
会
で
は
、
小
康
社
会(

や
や
ゆ
と
り

の
あ
る
社
会
）
の
建
設
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
住
民
の
収
入
を
倍
増
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

貧
富
の
格
差
拡
大
へ
の
対
応
は

「
所
得
分
配
制
度
の
改
革
を
通
じ
て

貧
困
を
大
幅
に
減
ら
す
」
と
し
、

「
社
会
保
障
制
度
の
改
革
」
や
「
住

宅
保
障
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
「
高
齢

化
へ
の
対
応
」
な
ど
国
民
生
活
向
上

の
提
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
の
解
決
と
住
宅
環
境
の

改
善
に
も
取
り
組
む
と
し
、
平
和
外

交
政
策
の
実
行
と
、
海
洋
権
益
を
守

り
、
海
洋
強
国
を
建
設
す
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
ま
す
。

中
国
大
使
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
「
ど
の
よ
う
な

新
味
が
あ
る
の
か
」

と
題
し
て
、
「
科

学
的
発
展
観
」
堅

持
し
、
「
中
国
の

特
色
あ
る
社
会
主

義
」
に
つ
い
て
新
た
な
論
述
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
発
展
の
成
果
が

「
よ
り
公
平
」
に
人
民
に
恩
恵
を
も

た
ら
す
こ
と
を
強
調
し
、
「
権
利
の

公
平
、
機
会
の
公
平
、
規
則
の
公
平
」

を
打
ち
出
し
て
い
る
と
、
報
道
し
て

い
ま
す
。

大
会
終
了
後
の
十
五
日
、
十
年
に

わ
た
る
胡
錦
濤
・
温
家
宝
体
制
か
ら
、

習
近
平
国
家
主
席
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
新
常
務
委
員
会
は
七
名
に
減
員
）

十
一
月
四
日
尼
崎
市
内
で
、
西
支

部
主
催
の
水
餃
子
の
会
が
十
八
名
の

参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。
府
連
教
室

の
掲
示
板
の
案
内
を
見

て
参
加
さ
れ
た
中
国
語

教
室
の
生
徒
さ
ん
も
、

常
連
の
参
加
者
と
一
緒

に
三
班
に
別
れ
て
皮
つ

く
り
か
ら
は
じ
め
、
海

老
や
レ
ン
コ
ン
、
豚
肉

な
ど
の
具
材
を
準
備
し

て
水
餃
子
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

調
理
室
の
長
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
ア
ツ
ア
ツ

の
水
餃
子
や
、
一
品
持
ち
寄
り
の
手

料
理
、
紹
興
酒
、
日
本
酒

な
ど
で
楽
し
く
懇
談
し
ま

し
た
。

会
場
の
会
館
は
来
年
閉

鎖
の
予
定
で
、
来
年
三
月

に
も
う
一
度
水
餃
子
の
会

を
開
く
予
定
で
す
。
会
場

探
し
が
大
変
で
す
。
適
当

な
会
場
を
ご
存
じ
の
方
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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中
国
共
産
党
大
会
・
新
指
導
部
を
選
出

所
得
倍
増
や
小
康
社
会
の
建
設
を
提
起

府連通信

十
一
月
二
日
神
戸
市
内
で
、
日

中
友
好
協
会
兵
庫
県
連
主
催
の
、

日
中
国
交
回
復
四
〇
周
年
記
念
学

習
講
演
会
が
、
吉
田
重
信
（
元
・

駐
上
海
総
領
事
）
さ
ん
を
講
師
に

開
か
れ
ま
し
た
。

い
ま
日
本
と
中
国
の
関
係
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
尖
閣
諸
島

問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
日
中
関
係
悪

化
の
原
因
と
双
方
の
国
内
事
情
に

つ
い
て
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

日
清
戦
争
以
前
の
日
中
両
国
は

長
い
伝
統
的
友
好
の
歴
史
を
も
ち
、

１
９
７
２
年
に
は
中
国
へ
の
侵
略

戦
争
を
反
省
し
、
国
交
回
復
の
共

同
声
明
で
両
国
民
の
友
好
が
す
す

み
ま
し
た
。
尖
閣
諸
島
の
領
有
権

問
題
で
一
気
に
険
悪
で
深
刻
な
状

態
に
な
り
、
特
に
棚
上
げ
状
態
の

尖
閣
諸
島
を
国
有
化
し
て
か
ら
、

回
復
不
能
な
展
望
の
な
い
状
態
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
日
中
関
係

は
「
回
復
に
は
四
〇
年
か
か
る
」

と
丹
羽
駐
中
国
大
使
が
予
測
し
て

い
ま
す
。

尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問
題
の
解

決
は
、
棚
上
げ
状
態
に
戻
し
、
両

国
が
事
態
の
沈
静
化
を
図
り
、
相

互
に
過
剰
な
反
応
は
慎
ん
で
、
ほ

と
ぼ
り
が
冷
め
た
こ
ろ
役
人
同
士

で
話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く

こ
と
が
重
要
、
時
の
力
を
借
り
る

の
も
、
外
交
方
法
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

尖
閣
諸
島
問
題
学
習
・
講
演
会
開
く

当
分
は
回
復
不
能
な
険
悪
な
状
態

会
費
と
年
末
募
金
の
お
願
い

い
つ
も
日
中
友
好
協
運
動
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
費
と
年
末
募
金
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

皮
か
ら
つ
く
る
水
餃
子
の
会
開
く

阪急梅田駅・茶屋町出口から徒歩１分、

発音の基本から文法、日常会話の完成をめざす、

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

10/1～3/18 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

秋の中国語講座へどうぞ

残留孤児の生活は、新支援法により改善されまし

たが、中国「残留孤児」が死亡した後も、配偶者が

その生活水準を維持できるよう、新支援法を改正し

て、手厚い支援を求めて請願署名を集めています。

みなさんのご協力をお願いします。

中国「残留孤児」配偶者の
生活支援を求める請願署名！



2012年11月25日 日中友好新聞 第２２７３号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

十
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
、
芝
田

町
画
廊
で
「
漫
画
展
～
中
国
か
ら
の

引
き
揚
げ
・
少
年
た
ち
の
記
憶
～
」

が
開
催
さ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
た
方
は
二

百
名
を
超
え
ま
し
た
。

漫
画
展
の
成
功
の
た

め
、
各
種
団
体
や
個
人

の
方
々
か
ら
多
額
の
協

賛
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
宣
伝
や
構
成

員
へ
の
漫
画
展
の
紹
介

な
ど
で
も
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

会
場
は
シ
リ
ー
ズ
タ
イ
ト
ル
ご
と

に
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
「
中
国
に

暮
ら
し
て
い
た
ボ
ク
ら
」
二
十

二
点
「
暮
ら
し
の
中
の
戦
争
」

九
点
「
敗
戦
八
月
十
五
日
か
ら

の
暮
ら
し
」
十
一
点
「
引
揚
げ

の
旅
が
は
じ
ま
っ
た
」
三
点

「
海
を
渡
っ
て
日
本
へ
」
四
点
、

そ
の
他
六
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

漫
画
展
の
成
功
の
た
め
に
協
賛

金
や
募
金
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

た
団
体
・
個
人
の
方
々
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阪
南
合
同
法
律
事
務
所
、
京
橋
共
同

法
律
事
務
所
、
大
阪
民
医
連
、
北
大

阪
総
合
法
律
事
務
所
、
関
西
合
同
法

律
事
務
所
、
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協

会
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
、
守
口
市

職
労
、
日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府
本

部
、
大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
、
か
ん

き
ょ
う
ム
ー
ブ
、
田
辺
太
極
拳
同
好

会
、
堺
北
民
主
商
工
会
、
日
本
共
産

党
大
阪
府
委
員
会
、
日
本
共
産
党
北
・

福
島
地
区
委
員
会
、
日
本
共
産
党
東

大
阪
市
会
議
員
団
、
日
中
友
好
協
会

守
口
支
部
（
太
極
拳
教
室
）
、
日
中

友
好
協
会
大
阪
西
支
部

二
十
二
団
体
と
五
四
名
、
会
場
募

金
と
合
わ
せ
て
二
九
万
円
を
こ
え
る

協
賛
金
・
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

漫
画
展
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
・
少
年
た
ち
の
記
憶

九
〇
年
代
後
半
か
ら
強
化
さ
れ
た

国
有
企
業
改
革
は
「
大
企
業
を
掌
握

し
、
中
小
企
業
を
手
放
す
」
と
い
う

象
徴
的
表
現
に
あ
る
よ
う
に
、
全
三

九
業
種
の
う
ち

①
国
家
の
安
全
、

国
民
経
済
の
命
脈
に
関
わ
る
戦
略
産

業
七
業
種
（
軍
需
、
発
送
電
、
石
油
・

石
化
、
通
信
、
石
炭
、
航
空
、
船
運
）

の
絶
対
支
配
〔
九
九
年
九
月
〕
、
②

重
要
九
業
種
（
設
備
製
造
、
自
動
車
、

電
子
・
情
報
、
建
築
、
鉄
鋼
、
非
鉄

金
属
、
化
学
工
業
、
資
源
探
査
、
科

学
技
術
）
で
強
力
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
維
持
す
る
こ
と
〔
〇
六
年
十
二
月
〕

を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
・
地
方
の

国
有
資
産
監
督
管
理
委
員
会
の
も
と

に
掌
握
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
百
十
七
社
あ
る
中
央
政
府

直
轄
の
「
中
央
企
業
」
は
、
傘
下
に

総
計
一
万
社
も
の
子
会
社
を
擁
し
て

い
ま
す
。
〇
八
年
世
界
同
時
不
況
へ

の
景
気
刺
激
策
と
し
て
の
財
政
出
動

は
、
こ
れ
ら
国
有
企
業
の
支
配
力
を

実
質
化
し
、
生
産
額
、
市
場
シ
ェ
ア
、

利
潤
、
資
産
な
ど
で
独
占
・
寡
占
状

態
を
築
き
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
報
か
ら
、
中
国
は

市
場
経
済
化
を
進
め
な
が
ら
も
公
有

制
を
強
化
し
、
社
会
主
義
的
基
盤
を

強
め
て
い
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
維

持
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
評

価
は
、
先
ず
、
国
有
企
業
の
強
化
が

国
民
経
済
を
効
率
的
に
発
展
さ
せ
る

方
向
で
進
ん
で
い
る
の
か
ど
う
か
、

次
に
、
国
有
企
業
の
発
展
が
国
民
自

身
の
企
業
の
発
展
と
し
て
、
そ
の
利

益
が
国
民
に
還
元
さ
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
、
と
い
う
検
証
抜
き
に
は
定

ま
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
工
業
分
野
で
の
投
資
効

率
を
示
す
「
総
資
産
利
益
率
」
で
は
、

私
営
企
業
が
国
有
企
業
お
よ
び
国
有

持
ち
株
企
業
を
一
貫
し
て
上
回
っ
て

い
る
ば
か
り
か
、
そ
の
差
は
拡
大
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
有
企
業
の
利
益
の
国
民
へ
の
還

元
に
つ
い
て
は
、
国
有
資
産
監
督
管

理
委
員
会
は
上
場
国
有
企
業
の
株
式

配
当
を
同
委
員
会
に
吸
収
し
、
財
政

に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
が
（
〇
八
年
）
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

の
透
明
性
に
は
大
き
な
問
題
を
残
し

て
い
ま
す
。

国
有
が
社
会
的
所
有
（
全
人
民
的

所
有
）
と
同
義
で
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
が
、
国
有
企
業
の
強
化
と
そ

の
成
果
が
国
民
に
還
元
さ
れ
る
ど
こ

ろ
か
、
国
有
企
業
内
部
で
、
し
か
も

少
数
の
支
配
層
に
占
有
さ
れ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
信
じ
が
た

い
よ
う
な
汚
職
と
腐
敗
の
蔓
延
は
、

公
有
制
企
業
と
国
民
と
の
間
の
距
離

が
い
か
に
大
き
い
か
、
権
力
の
私
物

化
を
制
約
す
る
課
題
が
い
か
に
大
切

か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

中
国
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
④

副
会
長
・
山
本
恒
人

国
有
企
業
は
誰
の
も
の
？
利
益
の
国
民
へ
の
還
元
は
？

十
二
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時

か
ら
四
時
、
新
谷
町
第
３
ビ
ル

(

二
〇
一)

・
大
阪
原
水
協
会
議
室

で
拡
大
理
事
会
を
行
い
ま
す
。

支
部
役
員
と
会
員
対
象
で
、
中

国
情
勢
の
学
習
も
行
い
ま
す
。

役
員
学
習
会
は
「
中
国
共
産
党

大
会
後
の
状
況
と
日
中
関
係
」
の

テ
ー
マ
で
、
山
本
恒
人
副
会
長

(

大
阪
経
済
大
特
任
教
授
）
に
講

師
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

終
了
後
、
交
流
・
懇
親
会
を
開

催
し
ま
す
。

拡
大
理
事
会
・
学
習
会

の
開
催
に
つ
い
て

① 日中大阪府連主催・1/6(日)9：00～

北スポーツセンター（地下鉄・中津駅下車）

② 日中守口支部主催・1/14(祝)10：00～

守口市民体育館(京阪守口市駅前）

太極拳の好きな方、どちらの会場でも参加ＯＫです。

参加費：1,000円、２４式・４８式など

2013年太極拳新春初けいこ
来年の干支はへびです。簡単派と複雑派と二種類用

意しています。初心者の方も歓迎です。

１２月 ５日（水）PM６：３０～

北区茶屋町日中文化センター

講師：稲田雪男さん

会費：１２００円（資料代を含む）

きりえで創る干支色紙講習


